
岩井廃寺塔跡（鳥取県岩美郡岩美町）
岩井廃寺塔跡は蒲生川右岸の山裾に立地する白鳳期創建の廃寺塔跡/岩井小学校の玄関前に凝灰岩製の心礎が残って
おり、地元では「鬼の腕」と呼ばれている/前方には神社の階段が見え、右手には説明板が立っているのが見える



　　　　　左手は岩井小学校之跡



　　　右手には説明板が立っているのが見える



　　　　　鬼の腕（岩井廃寺塔跡の心礎）と神社（式内社　御湯神社）の表示



　　　　三重塔の心礎/日本最大級



　前方がその心礎



　　正方形の柱座が造りだされ、その中央に柱孔がある/柱孔の底には舎利孔が穿たれていると云う



　　別の角度から



　　　　　ここが御湯神社



　　平安初期の弘仁二年（811年)創建の式内社
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